
（1） 研究の動機

これまでの小学校６年の歴史学習は，教科

書や社会科資料集を中心に，中央からみた授

業を行ってきた。また，「調べる段階」は子

どもたち一人一人が，文献から情報を集め，

その情報を知識としてまとめる段階であり，

「深める段階」は，その情報を互いに発表し，

交換し合い，それをまとめて学習問題を解決

していくという手法が多くとられていた。

そのため，人物の生きざまに焦点をあてた

教材でも，実感を持って取り組むことが少な

かった。また，「調べる段階」「深める段階」

での子どもどうしの学び合いの機会が希薄で，

「深める段階」は発表会の形になりがちであ

り，意見が絡み合う場面が少なかった。そこ

で，下記の教材を開発し，二つの仮説を設け

て実践した。

なお，「子ども先生型授業」とは，子ども

たちが調べたことを発表する時，情報の一方

的な伝達ではなく，学習者に対して思考や認

識が生まれるようにするため，資料提示，発

問，切り返し，まとめといった授業の組み立

てを，子どもたちが自ら考えて実践する授業

のことである。

（2） 研究の対象

① 教材名　社会科「里見氏の興亡と天下統一」

里見氏は戦国時代から江戸時代初期まで，

約180年10代にわたり，安房地方で栄えた戦

国大名である。学校のすぐ目の前には，里見

氏が居城とした岡本城跡があり，春の遠足で

は，同じく居城としていた館山城跡公園に行

っている。

②　対象学年

６学年（男子12名，女子16名，計28名）

（1） 研究の仮説

【仮説1】 課題選択グループ調べをもとにし

て，単元の一部を子ども先生型授業で行えば，

子どもたちが主体的に活動し，お互いに学び

合い，成就感を味わうことができる授業にな

るだろう。

【仮説2】 地方史から中央を見て教材化すれ

ば，歴史を身近に感じながら，時代の移り変

わりを認識するだろう。

（2） 仮説に迫る手立て

①　仮説1に対して

・「調べる段階」をグループ学習で行う。課

題は自分で選択し，同じ課題を持つ者どう

しでグループを形成し，調べ学習を行う。

→課題選択グループ学習

・教師がＴＴで行い，グループを分担支援す

る。子ども先生型授業を意識した資料作り

や情報提供の支援を行う。

・「深める段階」を子ども先生型授業で行う。

授業を進行していくグループへの支援をＴ

１，学習者をＴ２が支援する。

・学習後のワークシートの記入で評価し，支
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援する。

②　仮説2に対して

・戦国大名里見氏の願い（領地安堵・鎌倉公

方再興）が表れる事象で学習を進める。

・地方史では見られない中央の動き（織田信

長全般，豊臣秀吉の農民支配）に対しては，

一人調べによる学習と，中央の動きをさら

に詳しく調べるグループを作るように助言

する。

・総合学習を展望しながら，夏休みの自由研

究への広がりを図る。

（1） 児童の実態

①　子ども先生型授業を増やした

前年度から，国語科，社会科の一部の単元

について，子どもが進行して授業を行う機会

を設けている。単元のねらいから外れてしま

い，失敗することがたくさんあった。しかし，

子どもたち一人一人の目は真剣であり，意欲

は普段の授業より強かった。今年度は「何を

学習し」「どう考えてもらうか」を重点に行

ってきた。子どもが先生になって行われる授

業が，少しずつ形になってきている。

② ふるさと富浦町の現状認識の育成を図った

前年度，７月から夏休みを含んで９月まで，

ふるさと富浦町の環境学習を行った。ふるさ

との自然環境である大房岬，水田，岡本川，

山，海浜の五つの場所の環境問題を追求し，

善後策を考えて実践し，将来のふるさとの野

山に寄せる思いを地域の人に提言した。この

学習を通して，ふるさとの現状認識が高まり，

ふるさと意識を高めることができた。

③　調べ活動を意欲的に行った

子どもたちは先年の環境学習により，さら

に体験的な調査活動を好むようになった。ま

た，どこで，どのようにすればめざす情報が

得られ，解決できるかを予想し，解決のため

の活動を行えるようになった。

④ 歴史学習では一人調べをもとに，それを発

表した

中央の人物中心の学習であるため，主に社

会科資料集や図書館・図書室の本などを用い

て一人調べを行い，それをもとにして，授業

では発表し合いながら深めていくという方法

で学習を進めていた。

（2） 授業の特性

①　子ども先生型授業について

単元の一部を子ども先生型授業で行うとい

うことは，子どもどうしによる学び合いの方

法が変わることであり，能動的に学習に参加

し，より成就感を味わうことができる。しか

し，子ども先生型授業には，教師の意図から

外れてしまう場面が予想される。教材のねら

いから外れないかぎり，教師の意図から離れ

て授業が進行してもよしとする。子どもたち

が自分たちで軌道修正しながら，学習を進め

ることも必要である。子どもたちが自分の目

で見たり聞いたりする中で，教材の中から教

師とは違う価値を見つけだし，学習していく

ほうが，より能動的な学習スタイルであると

考える。

②　地方史からみる歴史について

戦国期から江戸幕府成立にかけての中央集

権化への歴史過程を，戦国大名里見氏を通し

て学習することによって，歴史上の人物の人

となりを，より身近に感じながら，歴史学習

を行える。中央集権的支配確立期に，この安

房の地に生きた里見氏を通して，統一された

視点で，天下統一の過程や秀吉・家康の業績

をとらえることが可能である。また，調査活

動もフィールドワークなど体験的調査活動が

可能であり，実感を持って歴史学習に取り組

むことができる。子どもたちの生活圏には，

岡本城跡，館山城跡など里見氏の残した足跡

がたくさん存在する。地域の歴史を学習する

ことは，さらに地域を見つめる目に厚みを増

すものと考える。つまり，歴史的な流れの中

22

3 実践の計画



で，今の自分たちの生活環境が成り立ってい

るという認識を持つことができる。

（3） 教材の目標

①　興味・関心

・里見氏の領国支配の様子を進んで調べよう

とする。

・夏の自由研究のめあてを持つことができる。

②　思考・判断

・里見氏にとって秀吉，家康とはどんな存在

だったのかを考えることができる。

・里見氏に対して「思い」を持つことができる。

③　観察・資料活用・表現

・八つの居城，北条氏との戦い，岡本城，鶴

谷八幡宮，小田原征伐，改易という事象か

ら，里見氏の願いを調べることができる。

・調べたことを分かりやすい表現でまとめ，

子ども先生型授業に活用することができる。

④　知識・理解

・里見氏は，領国安堵と鎌倉公方再興の願い

のもとに，北条氏と戦ったことを理解でき

る。

・里見氏は，秀吉・家康によって中央主権的

支配下に組み込まれ，滅んでいったことを

理解できる。

（4） 指導計画

16時間扱い（Ｆグループの授業13/16）

①　つかむ・予想する段階（２時間）

・学習問題を作る。

・学習計画を立てる。

→六つのグループ編成

②　調べる段階（３時間）

・計画に従い，グループごとに調べる。

③　深める段階（９時間）

・調べたことをもとにして，各グループによ

る子ども先生型授業を行う。

・里見氏の願いをまとめる。

④　まとめる段階（１時間）

・学習問題に対して自分の考えをまとめる。

⑤　広げる段階（１時間）

・夏休みの自由研究のテーマを持つ。

（1） つかむ・予想する段階

子どもたちは春の遠足で館山城跡公園にで

かけた経験を思い出し，学校の前にある岡本

城跡をフィールドワークして，里見氏の概要

説明を聞いた。この結果，「里見氏とはどう

いう戦国大名だったのだろう。」という疑問

が生まれた。この疑問をもとに「調べてみた

いこと」を発表したところ，六つの課題がで

きた。さらに「里見氏はどんな願いを持って，

戦乱の世を生きぬいたのだろうか。」という

学習問題が生まれた。

その後，六つの課題から一つを選択し，同

じ課題を持つ者どうしでグループを作り，計

画を立て，調べていき，調べたグループが中

心になって，その課題についての授業を進め

ていくという学習計画ができた。教師は３グ

ループずつ担当し，グループとグループとの

パイプ役となり，調べる内容が重複しないよ

うにした。

六つの課題は次のとおりである。

Ａ：なぜ八つの城を持っていたのか。

Ｂ：敵（北条氏）とはどのように戦っていた

のか。

Ｃ：岡本城の様子はどのようだったのか。

Ｄ：鶴谷八幡宮はなぜ作られたのか。

Ｅ：信長・秀吉・家康はどのように天下を統

一したのか。

Ｆ：信長・秀吉・家康と関係はあったのだろ

うか。

（2） 調べる段階（課題選択グループ調べ）

子どもたちが資料作りに使用した文献，訪

問先，作った資料は次のとおりである。

①　文献

『里見氏年表』『富浦町史』『千葉県航空写
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真』『南総里見太平記』『高校日本史資料集』

『岡本城発掘調査報告書』『戦国大名里見氏』

『長篠合戦図』『関ケ原合戦図』

②　訪問先（フィールドワーク）

富浦町公民館，岡本城跡（富浦町），館山

市立図書館，館山市立博物館，鶴谷八幡宮

（館山市），元八幡宮（三芳村），宝珠院（三

芳村・資料1）

③　作った資料

里見氏系図，八つの城の居城図，里見氏勢

力範囲図，小田原征伐陣地図，昔の岡本城の

様子，里見家臣団の表，鎌倉公方系図，鶴ケ

丘八幡宮修理のための北条氏からの手紙，里

見義康小田原参陣経路図，里見氏関ケ原参陣

図，里見氏改易までの表など。

これらの調べた結果をまとめる段階で，

「これをもとに自分たちが授業するにはどう

したらよいのか。」を考えた。「何がいちばん

伝えたいのか。」「どう投げかければたくさん

意見が出るのか。」「こんな質問が出たら，ど

うするの。」など，教師が授業を進行する機

能を子どもに託した。子どもたちは自分の調

べたことで授業ができる期待と不安で，授業

をイメージしていった。

（3） 深める段階（子ども先生型による一斉授

業）

授業を進行していくグループにはＴ１が，

学習者にはＴ２が支援するという形で，子ど

も先生型授業が進められた（資料2）。各グル

ープの発表から，最終的には一人一人の子ど

もたちが，里見氏の願いとそれに対する自分

の考えを持てるように支援していった。

「Ｆグループによる授業記録」を資料3に

示す。

授業記録の「Ｆグループの活動」に下線で

示した発言は，Ｆグループの子どもが友達の

発言を上手に生かして，学習の流れを作った

場面である。一方で，「教師の支援」に下線

で示したように，教師が出なければならない

場面もある。Ｔ１は子どもが自分たちでは軌

道修正ができないという場面に，助言してい

くように心がけた。Ｔ２は学習者の間に入り，

補足説明などの支援を行った。

（4） まとめる段階

深める段階の子ども先生型授業により，各

グループから学んだ里見氏の願いは，「領国

を広げたい。」「北条氏から領国を守りたい。」

「岡本城は，安房を支配するには良い所だ。」

「鎌倉公方を再興させたい。」「秀吉・家康は

大きな存在だ。」という内容だった。

この段階ではそんな願いを持って生きてき

た里見氏について，自分の考えをまとめ，発

表していった（資料4）。主な内容は次のとお

りである。

・鎌倉公方再興の願いを初代から９代まで持
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資料2 子どもが授業を進める

資料1 宝珠院を訪問
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資料3 Fグループによる授業記録



（1） 子どもの授業感想ち続けていてすごいと思ったし，他の戦国

大名と少し違っているところのようだ。

・領地が３倍以上もある北条氏とよく戦った

ものだ。

・鎌倉公方再興の願いが関係して，安房近辺

しか支配できなかったし，秀吉により領地

が減る原因になってしまった。もう少し考

えて欲しかった。

・秀吉という人物をもう少し知っていれば，

里見氏にとって不運なことはなかったと思

う。

・塩を売ることにより，安房地域を豊かにし

ようとした考えはすばらしかった。

・岡本城の８代義頼は，経済発展に尽くした

人で，９代義康は小田原参陣，朝鮮出兵，

関ケ原と時代の出来事に参加していて大変

だと思った。だから31歳で死んでしまった

と思う。

・領地を広げて豊かにすることは，そう簡単

なことではないことが分かった。

（5） 広げる段階

授業だけでは解決できなかった里見氏の疑

問や，さらに調べてみたいことを，夏休み自

由研究で調べることにした。本教材学習後，

自らのめあてを持ってふるさとの

野山に飛び出す姿は，「総合学習」

の一つの姿であると考える。

自由研究の例としては，次のよ

うなものがあった。

・親子で里見氏の八つの居城めぐ

り

・町内「岡本」さんについて

・里見氏と鉄砲の関係について

・安房里見氏が誕生するまで

・里見氏と光厳寺について

・里見氏滅亡について
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資料4 里見氏について考えたこと

5 成果と課題

自分が授業をやって

私はこんな本格的な授業を自分たちがやり

とげてすごいと思った。今まで自分が調べて

自分が授業することはなかったから，今でも

「本当にやったのか？」とうたがってしまう。

５年生の時こんなようなことをやったけど，

こんなにうまくはいかなかった。

自分のぜんぜんわからなかったことを，一

つや二つぐらいのヒントをもとにやっていく

ので，少し頭をなやませるけど，でもやって

いくうちにわかるのがとっても楽しいし，お

もしろい。

私は学校にこんな授業のやり方を入れたら

とてもいいと思う。授業も楽しくなるし，自

分の力がとても伸びると思う。

この授業をやってよかった。また自分たち

で調べて，自分たちの授業を作りあげたいと

思う。

里見氏から見た天下統一

里見から見た天下統一は，とても迷わくで

困ったことだった。小田原征伐に戦いながら

行き，遅刻したことでとても怒られ，領地を

没収されてしまった。家康の時も，大阪冬の

陣で江戸が狙われるといけないからという理



（2） 仮説１について

単元の一部を子ども先生型授業で行うとい

うことは，学び合いによる成就感を高める有

効な手段であるといえる。授業後の感想で，

「とても緊張したが，良い経験になった。」「ま

た違うところでするのが楽しみだ。」「友達を

助けたいという気持ちも生まれた。」などと記

述する児童が19名いた。

自分の調べたことをもとに，他のグループ

の授業で発言をする子どもがたくさんいた。

調べたことへのこだわりの表れであり，「里

見氏の願いをまとめる」という意識のもとに

授業が行われたためであると考える。

子どもと先生型授業ができるようにするた

めには，長期的視野にたって，子どもを育て

ていく必要がある。学年の発達段階に応じて，

どこまで児童に任せるかを検討する必要があ

る。

（3） 仮説2について

地域教材のため，調べやすかった。調査活

動ではフィールドワークをするなど，体験活

動を取り入れることができた。そのため，里

見氏がとった対処の仕方を「自分だったら」

という視点で考えることができた。

里見氏の生きざまに対しての意見を持つこ

とができた。特に天下統一の時代に生きた９

代義康に対して，「かわいそう」と「愚かだ

った」という相反する人物評価を持つことが

できたのは，生きざまに触れた学習ができた

成果であると考える。

初めて里見氏について教材化したので，さ

らに素材を吟味し，人物の人柄までもにじみ

出てくるような教材に仕上げたい。
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由で，勝手にむほんの罪をきせられてとりつ

ぶしになってしまった。本当に頭にきたに決

まっている。

教科書では天下統一した側から見ているか

ら，絶対よいことのようになっているが，さ

れた側にしてみれば，迷わくなんて話ではな

い。天下統一のかげには，里見のようにとり

つぶされていった小さな大名がたくさんあっ

たにちがいない。表むきだけでなく，裏も大

切だというのが，里見という小大名を通して

わかった。里見のことについて勉強しなかっ

たら，こんなことには気づかなかったと思う。


